
岩手町子抱・四日市地域アカマツ
樹種転換のための森林整備協定
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岩手町御堂松植物群落保護林

松食い虫被害森林（紫波町）

松くい虫被害対策として未被
害アカマツ林の樹種転換

民国連携協定による防除帯
（アカマツ空白地帯）として
多様な森林を整備

県北部の「南部アカマツ」
資源を保全紫波町の松くい虫被害地



○松くい虫被害の現状と課題
岩手県における被害の現状
松くい虫被害森林の状況は、昭和54年に県南部一関市で発生以
来ゆっくりとしたスピードで北上し、平成10年頃までは北上市あたり
で停滞していたが、平成11年から被害が急増、平成21年に盛岡市
で被害が確認され、一昨年八幡平市や盛岡署管内の岩手町民有
林で初めて被害が確認され、被害の北上が進行している。

（平成27年2月岩手県森林審議会松くい虫対策部会資料より引用）

岩手県における現状の対応と課題
松くい虫対策として、国、県、市町村が一体となり対策会議等の設
置、衛生伐等による伐倒駆除処理や巡視強化、岩手県「松くい虫対
策アカマツ伐採施業指針」による伐採時期や被害材の移動制限な
どの対策を講じているものの、被害は北上し続けており、また、被害
量もほぼ横ばいの状況となっている。

課題解決に向けた取組
松くい虫被害防除監視帯より北部に位置する、未被害森林（岩手
町子抱、四日市地域の民有林・国有林）において、民国連携による
アカマツ林の樹種転換をはかり拡大防止を図る。「松くい虫被害の
おそれのある地域」として、国道4号線を挟んで北上川と丹藤川の
合流点付近を中心に、南北2,000ｍ、東西8000ｍ程にわたって、ア
カマツの空白地帯を設けることにより、今後の気温上昇にともなうマ
ツノマダラカミキリの移動（北上）を防ぎ、県北部のアカマツ資源を保
全する。
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※松くい虫被害防除監視帯

岩手県における松くい虫被害の防止を目的として被害地域と
未被害地域の間に平成8年に初めて設置。幅約2km、長さ約
60km。
監視帯内では被害対策事業（監視体制の確立、被害予防措
置、啓発普及を実施）



○岩手町子抱・四日市地域森林整備協定（全体構想）

民国連携した森林整備協定の目的

松くい虫被害森林の拡大防止に向け、アカマツ空白地帯による防除帯森林を造成し、松くい虫の北
上および拡大を防止する。また、防除帯の造成にはベルト状のまとまったエリアが必要であることか
ら、民・国連携した森林整備による取り組みを図る必要性がある。

樹種転換による森林整備の方法

樹種転換を図る森林の更新方法は、コナラ・クリ等の郷土樹種の萌芽更新と、地利・地位の高い林分
や、下層植生に笹等が繁茂し萌芽更新がむずかしい林分でのカラマツの新植を行うなど、広葉樹と
針葉樹がモザイク的に配置された多様な森林の整備を図る。

森を守り・森を育み・森を利用
する林業サイクルで森林再生

【産・学・官の連携で事業効果の拡大】

林業事業体への継続的な雇用の
創出と林業の成長産業化。

樹種転換による森林整備の効果

萌芽更新、一貫
作業、低コスト
林業の検討や
技術開発。

大量のアカマツ材
の供給と、需要の
高いシイタケ原
木、広葉樹チップ
材の供給。

防除帯と
しての機
能発揮。

カラマツ林、広葉樹
林のモザイク的配置
による多様性な森林
に誘導。


